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今週のキーワード

米国の量子戦略
耐量子暗号標準化と大規模投資が加速

14
件

記事数

4
カ国

対象国

20
億ドル

米量子投資

755
%

IonQ成長

今週の全14記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 NIST耐量子暗号標準化 標準化
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

●

NISTが耐量子暗号の最終標準を公開。2030年目標で
企業・政府機関の移行を促し、将来の量子脅威からデ
ジタルインフラを保護する。

#02
米、量子に20億ドル投
資

政策投資/
企業戦略

●●●○
○

●●●○
○

●●●●
●

●●●●
○

●●●●
○

米商務省がCHIPS法に基づき量子コンピューティング
に20億ドル投資。IBMが初の量子チップファウンドリ
設立、国内サプライチェーン構築を加速。

#03 量子でエネルギー探査 共同研究
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

Quantinuumとbpが提携し、量子コンピューティング
でエネルギー探査の地震データ解析を効率化。探査コ
スト削減と精度向上を目指す。

#04 量子エラー訂正進化 技術開発
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

Quantum X LabsがGoogleのデータセットを統合し
、特許出願中のニューラルデコーダで量子エラー訂正
を加速。耐障害性量子PC実現へ前進。

#05 QROMコスト半減 アルゴリ
ズム開発

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

Xanaduが量子リードオンリーメモリ（QROM）アル
ゴリズムを革新し、量子アプリケーションの実行コス
トを約半分に削減。実用化を加速。

#06
古典PCが量子超越性覆
す

学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●○○

○

古典コンピューターが量子ダイナミクス計算の新手法
で、量子超越性が主張された問題を効率的に解決。量
子コンピューティングの真の優位性再考を促す。

#07 超高感度量子センサー 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●○○

○

アールト大学が1ゼプトジュール以下の極微小エネル
ギーを検出可能な超高感度量子センサーを開発。量子
情報処理やダークマター探索に応用。

#08 ゲノム量子PC読み込み 学術応用
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

オックスフォード大学が肝炎Dウイルスゲノム（117
量子ビット）を量子コンピューターに読み込み成功。
量子生物学研究を加速する画期的な成果。

#09
量子VC投資、選択と集
中

市場レポ
ート

●○○○
○

●●●●
●

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

量子コンピューティングスタートアップへの投資は減
速傾向だが、Photonic、QuantWareなど主要企業に
は大型資金が継続流入。市場は選択と集中へ。

#10 IonQ、記録的収益 企業決算/
製品販売

●●○○
○

●●●●
●

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

IonQが2026年第1四半期に収益755%増の6470万ド
ルを達成。Tempoモデルとクラウド利用が牽引し、通
期予測を上方修正。

#11 IonQ、R&D;ラボ開設 企業戦略/
R&D;

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

IonQがコロラド州ボルダーに新世代量子コンピュータ
ーR&D;ラボを開設。イオン・トラップチップの技術
洗練と性能向上を目指し、ハードウェア進化を加速。

#12
Google、量子AIで生命
科学

共同研究/
企業戦略

●●●○
○

●●○○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

Googleが1000万ドルの量子AI研究プログラム「REPL
IQA」を発足。5大学と連携し、タンパク質フォール
ディングなど生命現象の量子シミュレーションで健康
改善を目指す。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#13
量子インスパイアード
材料

学術論文/
アルゴリ
ズム開発

●●●●
○

●●○○
○

●●●○
○

●●●●
●

●●●●
○

アールト大学が量子インスパイアードアルゴリズムを
開発。従来のスーパーコンピューターで困難だった複
雑な材料問題を数秒で解決し、新材料設計を加速。

#15
米、耐量子暗号期限設
定

政策発表
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●

ホワイトハウスが連邦機関に耐量子暗号（PQC）移行
の厳格な期限を設定する執行命令草案。2030年まで
に鍵確立、2031年までにデジタル署名をPQCへ。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ 耐量子暗号への移行は、自社のサプライチェーンに影響しますか？
NISTが耐量子暗号の最終標準を公開し、米国政府は2030年までに鍵確立、2031年までにデジタル署名の移行を義務付け
る方針です。これは、日本の政府機関や、米国と取引のある企業にとっても喫緊の課題となります。自社の情報システム
やサプライヤーがこの要件に対応できるか、早急な確認が必要です。

❷ 米国の大規模量子技術投資は、日本の材料・部品メーカーに新たな機会をもたらしますか？
米商務省はCHIPS法に基づき、IBMの量子チップファウンドリ設立を含む20億ドルの大規模投資を発表しました。これは
米国内での量子サプライチェーン構築を加速させますが、同時に日本の高精度材料や特殊部品メーカーにとって、新たな
国際的な供給機会が生まれる可能性も秘めています。自社の技術がこの需要に合致するか、調査が必要です。

❸ 量子コンピューティングの応用は、自社のR&D;戦略にどのような変化を迫りますか？
オックスフォード大学によるゲノム配列の量子PC読み込みや、アールト大学の量子インスパイアードアルゴリズムによる
材料問題解決など、量子技術の具体的な応用研究が進展しています。特にライフサイエンスや材料科学分野でのブレーク
スルーは、創薬や新素材開発のプロセスを根本から変える可能性があります。自社のR&D;ロードマップに量子技術をどう
組み込むか、再検討の時期に来ています。

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

PQC移行米量子投資量子バイオ

量子PC商用化
量子基盤技術

古典PC進化

材料設計AI

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● PQC移行 注意 新規セキュリティ市場 既存システム陳腐化

● 米量子投資 注意 部品供給機会 サプライチェーン分断

● 量子バイオ 機会大 創薬・医療革新 —

● 量子PC商用化 機会大 早期導入で優位 —

● 量子基盤技術 機会大 アプリケーション拡大 —

● 古典PC進化 参考 古典PC活用 量子優位性揺らぎ
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● 材料設計AI 機会大 新材料開発加速 —
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深掘り ① ― NIST、耐量子暗号の最終標準を公開
#01 | 2026/05/20 | SquirrelVPN News Portal | 技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●●

米国国立標準技術研究所（NIST）は、将来の量子コンピューターによる暗号解読の脅威に対抗するため、耐量子暗号（
PQC）の最初の3つの最終標準（CRYSTALS-Kyber、CRYSTALS-Dilithium、SPHINCS+）を正式に公開しました。こ
れは約8年にわたる国際的な共同研究の成果であり、既存の公開鍵暗号システムの脆弱性に対処するものです。

企業や政府機関は2030年を目標にこれらの量子耐性アルゴリズムへの移行を緊急に進める必要があります。これによ
り、今日のデジタル通信およびデータ保護の将来的な安全性が確保され、国家安全保障、金融システム、個人情報保護
など、あらゆるデジタルインフラへの壊滅的な影響リスクが軽減されます。

▶ 技術者の視点

NISTのPQC標準化は、量子コンピューティングの脅威が現実味を帯びてきたことを示す明確なシグナル
です。発表されたアルゴリズムは格子ベースやハッシュベースであり、数学的基盤は確立されています
が、実装時の性能（鍵長、計算コスト）が既存暗号より劣る可能性があり、システムへの影響は無視で
きません。特に、レガシーシステムを多く抱える日本の製造業やインフラ企業にとっては、移行コスト
と時間が大きな課題となるでしょう。 【機会】としては、PQC対応のセキュリティ製品やサービス、コ
ンサルティング市場が拡大します。日本の暗号技術企業やSIerは、この分野で新たなビジネスチャンス
を掴める可能性があります。 【脅威】は、対応の遅れによるサイバー攻撃リスクの増大と、国際的なサ
プライチェーンからの排除です。特に、米国政府機関との取引がある企業は、PQC対応が必須となるた
め、早急な対応が求められます。 次のアクションとして、情報システム部門は自社の暗号資産棚卸しと
PQC移行ロードマップの策定を即時開始すべきです。R&D;部門は、PQCアルゴリズムの実装評価と性
能最適化の研究に着手する必要があります。

深掘り ② ― 米商務省、量子コンピューティングに20億ドル投資
#02 | 2026/05/21 | NIST | 技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●● データ信頼性●●●●○
日本関連度●●●●○

米国商務省は、CHIPSおよび科学法に基づき、米国の量子コンピューティング技術と製造のリーダーシップを強化する
ため、9つの企業に対し総額20億ドルに上る連邦インセンティブの意向書を発表しました。この資金は、IBMが設立す
る初の量子チップファウンドリ「Anderon」への10億ドルを含む、複数の量子ハードウェア開発企業への投資を通じて
、国内のサプライチェーン構築と研究開発を加速させます。

IBMはニューヨーク州に300ミリメートルの量子ウェハー製造に特化したファウンドリを設立し、GlobalFoundriesも
複数の量子モダリティに対応する安全な国内量子ファウンドリを立ち上げます。この大規模投資は、国家安全保障と経
済競争力の確保に向けた米国の量子技術戦略の重要な一歩となります。
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▶ 技術者の視点

米国の量子コンピューティングへの20億ドル投資は、単なる研究開発支援に留まらず、国内サプライチ
ェーン構築を強く意識した戦略的動きです。IBMの量子チップファウンドリ設立は、量子ハードウェア
の量産化に向けた大きな一歩であり、その実現可能性は高いと評価できます。ただし、300mmウェハ
ー製造といっても、量子チップ特有の極低温環境やノイズ対策など、古典半導体とは異なる製造課題が
多く、初期の歩留まりやコストは楽観視できません。 【機会】としては、日本の材料・部品メーカーが
、米国の量子サプライチェーンに組み込まれるチャンスです。特に、極低温技術、高精度計測機器、特
殊ガス、超伝導材料など、日本の強みが生かせる分野は多いでしょう。 【脅威】は、米国が量子技術の
主導権を確立し、サプライチェーンを囲い込むことで、日本の量子産業が国際競争から孤立するリスク
です。特に、量子ハードウェア開発において、米国企業との技術格差が広がる可能性があります。 R&D
;部門は、米国の量子ファウンドリが求める材料や部品の仕様を調査し、自社技術との適合性を評価すべ
きです。経営企画部門は、米国の量子戦略が日本の産業に与える中長期的な影響を分析し、国家レベル
での量子技術戦略を再考するよう提言する必要があります。
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深掘り ③ ― オックスフォード大学、ゲノム配列の量子PC読み込みに成功
#08 | 2026/05/22 | University of Oxford | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●○

オックスフォード大学の研究者を含む国際チームが、完全なゲノム配列を量子コンピューターに読み込むという世界初
の画期的な成果を達成しました。肝炎Dウイルスゲノム（117量子ビットに相当）を量子状態にエンコードすることに
成功し、量子コンピューティングが生物学研究、特にゲノム解析分野に革命をもたらす可能性を示しました。

この成果は、Wellcome LeapのQ4Bioプログラムの一環として行われ、量子コンピューターを用いた生物学的発見の加
速に向けた重要な一歩となります。ゲノムデータの効率的な解析は、疾患の診断、治療法の開発、創薬など、多岐にわ
たる応用において中心的な役割を担っており、量子技術がこの分野の計算上の課題を克服する可能性を秘めています。

▶ 技術者の視点

ゲノム配列を量子コンピューターにエンコードできたことは、量子バイオサイエンス分野における重要
な概念実証です。117量子ビットという規模は、現在のノイズの多い中間規模量子（NISQ）デバイスで
も扱える範囲であり、技術的な妥当性は高いと言えます。しかし、実際のゲノム解析（例：ヒトゲノム
は数十億塩基対）には、遥かに多くの量子ビットと高度なエラー訂正が必要であり、実用化にはまだ長
い道のりがあります。特に、量子ビットの安定性やコヒーレンス時間、そして古典データから量子状態
への効率的な変換（QROMなど）が未解決課題です。 【機会】としては、日本の製薬企業やバイオベン
チャーが、量子コンピューティングを創薬シミュレーションや個別化医療に応用する可能性を探るべき
です。量子アルゴリズム開発企業にとっては、新たなアプリケーション市場が生まれます。 【脅威】は
、海外勢が量子バイオ分野での主導権を握り、日本の研究開発が遅れを取るリスクです。特に、大規模
なデータセットを扱う量子アルゴリズムの開発競争は激化するでしょう。 R&D;部門は、量子生物学の
最新動向を継続的に調査し、自社の創薬・材料開発プロセスへの量子技術導入の可能性を検討すべきで
す。特に、量子化学計算や量子機械学習の専門家との連携を強化することが推奨されます。

その他の注目記事
IonQ、2026年第1四半期に記録的な収益と成長を達成 (IonQ Press Release)
技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○

量子コンピューティングの商用化が加速している明確な証拠。IonQの収益成長は、量子技術が既に実用的な価値を提供
し始めていることを示唆する。

アールト大学、量子インスパイアードアルゴリズムで複雑な材料問題を高速解決 (ScienceDaily / Aalto University)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●○○

古典コンピューターで量子的なアプローチを取り入れることで、複雑な材料シミュレーションが劇的に高速化。新材料
開発のリードタイム短縮に貢献する可能性が高い。

Quantum X Labs、Googleのデータセット統合で量子エラー訂正の進化を加速 (Quantum X Labs Inc. (via Quiver Quantitative / GlobeNewswire))
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

量子コンピューター実用化の最大の課題であるエラー訂正において、深層学習を活用した画期的な進展。耐障害性量子
PC実現への重要な一歩となる。

Xanadu、量子リードオンリーメモリ（QROM）のアルゴリズムを革新し、量子アプリケーションコストを半減へ (Xanadu PR Newswire)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

量子コンピューターへのデータ読み込み効率が大幅に向上。これにより、量子アプリケーションのコストが下がり、実
用化のハードルが低減される。

古典コンピューターが量子超越性の主張を覆す：量子ダイナミクス計算の新手法 (Simons Foundation / Science)
技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●○○○
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量子超越性の定義と古典コンピューターの限界について再考を促す学術的ブレークスルー。量子コンピューティングの
真の優位性を確立するための課題を浮き彫りにする。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【情報システム部門】NISTの耐量子暗号標準（PQC）に関する詳細情報を収集し、自社システムへの影響と移
行計画の初期検討を開始すること。

• 【R&D;部門】量子コンピューティングの最新動向（特にエラー訂正、QROM、量子インスパイアードアルゴリ
ズム）を週次で共有し、自社技術への応用可能性を議論する定例会を設置すること。

▍短期（1ヶ月）
• 【経営企画】米国のCHIPS法に基づく量子技術への大規模投資動向を分析し、日本のサプライチェーンにおける
自社の位置付けと、新たな国際的な供給機会を評価すること。

• 【R&D;部門】量子エラー訂正やQROM効率化など、量子コンピューティングの基盤技術の進展を注視し、自社
アルゴリズム開発への応用を検討するパイロットプロジェクトを立ち上げること。

• 【事業開発】量子コンピューティングを活用したエネルギー探査やライフサイエンス分野のユースケースを調査
し、潜在顧客との協業可能性を模索するための市場調査を実施すること。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;部門】量子インスパイアードアルゴリズムによる材料設計シミュレーションの導入を検討し、新材料開
発のリードタイム短縮を目指すための具体的なロードマップを策定すること。

• 【経営企画】量子コンピューティングの商用化ロードマップを策定し、自社の競争優位性を確立するための戦略
的投資計画を立案すること。

• 【情報システム部門】耐量子暗号への移行に必要な人材育成計画を策定し、2030年を見据えた体制強化に着手
すること。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-05-23
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量子コンピューターの脅威に対抗、NISTが耐量子暗号の
最終標準を公開

概要

米国国立標準技術研究所（NIST）は、将来的な量子コンピューターによる暗号解読の
脅威からデジタルインフラを保護するため、耐量子暗号（PQC）の最初の3つの最終標
準を正式に公開しました。この標準化は、約8年にわたる国際的な共同研究の成果であ

り、既存の公開鍵暗号システムの脆弱性に対処するものです。企業や政府機関は、
2030年を目標にこれらの量子耐性アルゴリズムへの移行を緊急に進める必要がありま
す。これにより、今日のデジタル通信およびデータ保護の将来的な安全性が確保され

ます。

公開日 2026年05月20日  SquirrelVPN News Portal  アメリカ



詳細

耐量子暗号標準化の背景と重要性

デジタル時代において、データの機密性と完全性を保つ暗号技術は不可欠です。しか
し、理論上、高性能な量子コンピューターが実現した場合、現在広く利用されている
RSAや楕円曲線暗号といった公開鍵暗号システムは、短時間で解読される可能性があり
ます。この潜在的な脅威、「Shorのアルゴリズム」に代表される量子アルゴリズムの出
現は、国家安全保障、金融システム、個人情報保護など、あらゆるデジタルインフラに
壊滅的な影響を与えるリスクをはらんでいます。このような背景から、米国国立標準技
術研究所（NIST）は2016年から、将来の量子コンピューター攻撃に耐えうる新しい暗号
アルゴリズム（耐量子暗号、PQC）の標準化プロセスを国際的に主導してきました。

NISTが選定した最初のPQC最終標準

長年にわたる厳格な評価と国際コミュニティからのフィードバックを経て、NISTはつい
に耐量子暗号の最初の3つの最終標準を公開しました。これらのアルゴリズムは、主に
公開鍵暗号の鍵確立とデジタル署名に応用されるものであり、以下の特長を持ちます。

CRYSTALS-Kyber: 鍵確立メカニズムとして選定され、格子ベース暗号の原理に基づ
いています。量子コンピューターに対する高い耐性と、効率的な性能を両立させるこ
とが期待されています。

CRYSTALS-Dilithium: デジタル署名スキームとして選定され、こちらも格子ベース
暗号に分類されます。既存のデジタル署名システムに代わる堅牢なソリューションを
提供します。

SPHINCS+: ステートレスなハッシュベース署名スキームであり、量子コンピュータ
ーによる攻撃に対して理論的に非常に高い安全性を提供します。特に、前述の格子ベ
ース暗号とは異なる数学的基盤を持つため、多様な脅威モデルに対応するための保険
的な役割も果たします。

これらの標準は、今後のデジタルセキュリティ基盤を築く上で中心的な役割を担うこと
になります。



移行への課題と将来展望

NISTのPQC標準化は画期的な一歩ですが、その実装と広範な移行には複数の課題が存在
します。まず、既存のシステムやプロトコルにPQCアルゴリズムを組み込むための大規
模なソフトウェアおよびハードウェアのアップグレードが必要です。この移行作業は、
特にレガシーシステムを多く抱える政府機関や大企業にとっては、時間とコストを要す
るプロジェクトとなるでしょう。NISTは2030年までの移行完了を目標としていますが、
このタイムラインは非常に野心的であると認識されています。

また、PQCアルゴリズムは古典暗号と比較して、鍵長が長くなったり、計算コストが増
加したりする傾向があります。これは、通信帯域幅や処理能力に制約のある環境での実
装において考慮すべき点です。しかし、これらの課題を克服することで、我々のデジタ
ルインフラは将来の量子脅威から効果的に保護され、より安全な情報社会が実現される
でしょう。PQCの進化は、サイバーセキュリティの新たなフロンティアを切り開くもの
として、今後も継続的な研究開発と国際協力が求められます。

元記事: https://squirrelvpn.com/news/nist-finalized-post-quantum-cryptography-standards-2026

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://squirrelvpn.com/news/nist-finalized-post-quantum-cryptography-standards-2026


米商務省、CHIPS法に基づき量子コンピューティング分野
に20億ドルの大規模投資

概要

米国商務省は、CHIPSおよび科学法に基づき、米国の量子コンピューティング技術と
製造のリーダーシップを強化するため、9つの企業に対し総額20億ドルに上る連邦イン
センティブの意向書を発表しました。この資金は、IBMが設立する初の量子チップフ

ァウンドリ「Anderon」への10億ドルを含む、複数の量子ハードウェア開発企業への
投資を通じて、国内のサプライチェーン構築と研究開発を加速させます。今回の発表
は、国家安全保障と経済競争力の確保に向けた米国の量子技術戦略の重要な一歩とな

ります。

公開日 2026年05月21日  NIST  アメリカ



詳細

米国の量子リーダーシップ強化に向けた国家戦略

量子コンピューティングは、医薬品開発、材料科学、金融モデリング、国家安全保障な
ど、広範な分野に革命をもたらす可能性を秘めた次世代技術です。米国政府は、この戦
略的に重要な分野における世界のリーダーシップを確保するため、包括的な国家戦略を
推進しています。特に、半導体製造を国内で強化し、サプライチェーンの回復力を高め
ることを目的とした「CHIPSおよび科学法」は、量子技術開発においても重要な役割を
担っています。今回の米商務省からの20億ドルの投資意向は、この国家戦略の中核をな
すものであり、米国内での量子ハードウェアの設計、開発、製造能力を大幅に引き上げ
ることを目指しています。

CHIPS法に基づく主要な投資と企業

米国商務省は、以下の9社に対して総額20億ドル相当の連邦インセンティブの意向書を
発表しました。このうち最も注目されるのは、IBMとGlobalFoundriesに対する大規模な
資金提供です。

IBM: 約10億ドル。ニューヨーク州にアメリカ初の量子チップ専用ファウンドリ
「Anderon」を設立します。このファウンドリは、300ミリメートルの量子ウェハー
製造に特化し、国内の量子チップ製造エコシステム構築を牽引します。IBMは、この
連邦資金に加えて、自社からも10億ドルを投資し、総額20億ドル規模のプロジェク
トとなります。

GlobalFoundries (GF): 約3億7500万ドル。超伝導、トラップイオン、フォトニッ
ク、トポロジカル、シリコンスピンなど、複数の量子モダリティに対応する安全な国
内量子ファウンドリを設立するため、「Quantum Technology Solutions」という新事
業を立ち上げます。これにより、量子プロセッサユニット（QPU）から極低温読み出
し・制御ICまで、完全な量子ハードウェアソリューションの製造能力を拡大します。

その他7社: Quantinuum、Rigetti Computing、Atom Computing、Diraq、D-Wave、
Infleqtion、PsiQuantumの各社に対して、それぞれ最大1億ドルの資金提供が予定さ
れています。これらの企業は、それぞれが専門とする量子コンピューティングの様々
なモダリティ（イオン・トラップ、超伝導、中性原子など）における研究開発と製造
能力の強化にこの資金を活用します。例えば、Rigettiは超伝導量子コンピューターの
スケーリング、Infleqtionは中性原子量子システムのロードマップ加速に注力しま
す。



これらの投資は、量子チップの設計から製造、そしてより大規模な量子システムの構築
に至るまで、米国内でのサプライチェーン全体を強化することを目的としています。

国家安全保障と経済への影響と展望

今回の商務省による大規模投資は、米国の国家安全保障と経済競争力に多大な影響をも
たらすと予想されます。国内での量子コンピューターの製造能力を確立することは、将
来的に重要なデータやインフラが外国のサプライチェーンに依存するリスクを軽減し、
国家安全保障上の脆弱性を排除する上で極めて重要です。経済面では、量子技術分野に
おける新たな雇用創出、技術革新の加速、そしてグローバルな市場での優位性の確立が
期待されます。これらの投資は、基礎研究から商業化までを一貫して支援するものであ
り、米国が量子時代の到来に向けて確固たる地位を築くための強力な推進力となるでし
ょう。将来的には、これらの投資が、医療、エネルギー、防衛といった基幹産業におけ
る画期的な進歩を促進し、長期的な経済成長に貢献すると見込まれます。

元記事: https://www.nist.gov/news-events/news/2026/05/department-commerce-announces-letters-

intent-9-companies-2-billion

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.nist.gov/news-events/news/2026/05/department-commerce-announces-letters-intent-9-companies-2-billion
https://www.nist.gov/news-events/news/2026/05/department-commerce-announces-letters-intent-9-companies-2-billion


Quantinuumとbp、量子コンピューティングでエネルギー
探査の効率化を目指す

概要

量子コンピューティングのリーディングカンパニーであるQuantinuumは、総合エネル
ギー企業bpと提携し、エネルギー分野における地下探査の効率化を目指す新たな量子
プロジェクトを開始しました。この共同研究は、石油・ガス資源の特定に不可欠な地

震探査における計算負荷を量子コンピューターで軽減することを目的としています。
量子コンピューティングを活用することで、従来のスーパーコンピューターでは困難
だった複雑な波動物理学の問題を、より高速かつ高精度に解析できるようになり、探

査コストの削減と効率向上に貢献することが期待されます。

公開日 2026年05月21日  Quantinuum / Morningstar  アメリカ



詳細

エネルギー探査における計算課題と量子コンピューティングの可能性

石油やガスの探査は、地下の複雑な地質構造を解析する地震探査データに大きく依存し
ています。このデータ処理には膨大な計算資源が必要であり、従来のスーパーコンピュ
ーターでも数ヶ月から数年を要することがあります。特に、精度の高いモデルを構築す
るためには、波の伝播シミュレーションなど、高度な物理シミュレーションが不可欠で
あり、計算規模が大きくなるほどその負担は増大します。エネルギー業界は、探査コス
トの削減と資源発見の確率向上という二重の課題に直面しており、新しい計算パラダイ
ムへの期待が高まっています。量子コンピューティングは、この種の複雑な最適化問題
やシミュレーション問題において、古典コンピューターを凌駕する潜在能力を持つとさ
れており、エネルギー探査のブレークスルーをもたらす技術として注目されています。

Quantinuumとbpの共同プロジェクトの主要内容

Quantinuumとbpが立ち上げた共同プロジェクトは、量子コンピューティングを地震探
査データ解析に応用することに焦点を当てています。具体的には、地下における音波や
弾性波の伝播をシミュレーションし、石油・ガス貯留層の特性をより正確に把握するた
めのアルゴリズム開発が進められています。量子コンピューターが持つ量子並列性と重
ね合わせの特性を利用することで、古典コンピューターでは計算不可能なほど大規模な
地質モデルのシミュレーションを、はるかに高速に実行できる可能性があります。この
プロジェクトでは、Quantinuumの先進的な量子ハードウェア（例: イオン・トラップ型
量子コンピューター）と、bpが長年培ってきたエネルギー探査に関する深い専門知識が
融合されます。初期段階では、概念実証と小規模なシミュレーションを通じて、量子ア
ルゴリズムの有効性とスケーラビリティが検証される見込みです。



探査効率化と環境負荷低減への影響と展望

この量子プロジェクトが成功すれば、エネルギー探査のプロセスに劇的な変革をもたら
す可能性があります。計算時間の短縮は、探査キャンペーンの全体的なリードタイムを
短縮し、より迅速な意思決定を可能にします。また、より高精度な地下モデルの構築
は、掘削の成功率を向上させ、不必要な試掘を減らすことで、コストを削減し、環境へ
の影響を最小限に抑えることにも繋がります。長期的には、量子コンピューティング
は、二酸化炭素回収・貯留（CCS）技術の最適化や、再生可能エネルギー源の効率的な
配置設計など、より広範な持続可能性関連のエネルギー課題解決にも貢献する可能性を
秘めています。Quantinuumとbpの協力は、量子技術が産業界の具体的な課題解決にど
のように貢献できるかを示す重要な事例となるでしょう。

元記事: https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-

redirect/AUZIYQHng5dFxOMlNLzSNuPNIpfYF1NgPB88Uo9kdZdxVKTPbmwXQVdhIfrFECjJfRhiVgekG7bicUX76g

xw9d3lnXyhcwviq77ZDXLCWz-uJIK0jjWXINi2vZi39aw9z-

ybcl0xHzbcWclMMZ3ljvTS3_6ChaEKZqH3KQVnwjuQLLSL4fROTy_PGXEgUCvTrciK3SxdE6Ntxh1OfbgicnLHmgwyj

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQHng5dFxOMlNLzSNuPNIpfYF1NgPB88Uo9kdZdxVKTPbmwXQVdhIfrFECjJfRhiVgekG7bicUX76gdn70zt10qJBbqMrC86JjcvnU_pkLD0kDg1tw4CR5U1ueVjHpFpieAME49kAg4mkv-xw9d3lnXyhcwviq77ZDXLCWz-uJIK0jjWXINi2vZi39aw9z-ybcl0xHzbcWclMMZ3ljvTS3_6ChaEKZqH3KQVnwjuQLLSL4fROTy_PGXEgUCvTrciK3SxdE6Ntxh1OfbgicnLHmgwyjS7I9QqB1V1NYDGyhBvCj0
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQHng5dFxOMlNLzSNuPNIpfYF1NgPB88Uo9kdZdxVKTPbmwXQVdhIfrFECjJfRhiVgekG7bicUX76gdn70zt10qJBbqMrC86JjcvnU_pkLD0kDg1tw4CR5U1ueVjHpFpieAME49kAg4mkv-xw9d3lnXyhcwviq77ZDXLCWz-uJIK0jjWXINi2vZi39aw9z-ybcl0xHzbcWclMMZ3ljvTS3_6ChaEKZqH3KQVnwjuQLLSL4fROTy_PGXEgUCvTrciK3SxdE6Ntxh1OfbgicnLHmgwyjS7I9QqB1V1NYDGyhBvCj0
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQHng5dFxOMlNLzSNuPNIpfYF1NgPB88Uo9kdZdxVKTPbmwXQVdhIfrFECjJfRhiVgekG7bicUX76gdn70zt10qJBbqMrC86JjcvnU_pkLD0kDg1tw4CR5U1ueVjHpFpieAME49kAg4mkv-xw9d3lnXyhcwviq77ZDXLCWz-uJIK0jjWXINi2vZi39aw9z-ybcl0xHzbcWclMMZ3ljvTS3_6ChaEKZqH3KQVnwjuQLLSL4fROTy_PGXEgUCvTrciK3SxdE6Ntxh1OfbgicnLHmgwyjS7I9QqB1V1NYDGyhBvCj0
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQHng5dFxOMlNLzSNuPNIpfYF1NgPB88Uo9kdZdxVKTPbmwXQVdhIfrFECjJfRhiVgekG7bicUX76gdn70zt10qJBbqMrC86JjcvnU_pkLD0kDg1tw4CR5U1ueVjHpFpieAME49kAg4mkv-xw9d3lnXyhcwviq77ZDXLCWz-uJIK0jjWXINi2vZi39aw9z-ybcl0xHzbcWclMMZ3ljvTS3_6ChaEKZqH3KQVnwjuQLLSL4fROTy_PGXEgUCvTrciK3SxdE6Ntxh1OfbgicnLHmgwyjS7I9QqB1V1NYDGyhBvCj0


Quantum X Labs、Googleのデータセット統合で量子エラ
ー訂正の進化を加速

概要

Quantum X Labs Inc.は、Google Quantum AIが公開している実験的な表面コードデー

タセットを、自社の量子エラー訂正（QECC）技術パイプラインに統合したと発表しま
した。この重要な統合により、同社は量子エラー訂正のためのスケーラブルなトレー

ニングとベンチマークの強固な基盤を確立し、技術開発におけるリスクを大幅に軽減
しました。特許出願中のトランスフォーマーベースのニューラルデコーダをAWSクラ
ウドに実装することで、同社は現実世界の量子アプリケーション実現に向けた実用的

な進展を遂げています。

公開日 2026年05月21日  Quantum X Labs Inc. (via Quiver Quantitative / GlobeNewswire)  アメ
リカ



詳細

量子エラー訂正の重要性と技術的課題

量子コンピューターがその潜在能力を最大限に発揮するためには、量子ビットのデコヒ
ーレンスやノイズといったエラーを克服することが不可欠です。量子ビットは非常に繊
細であり、環境との相互作用によって量子状態が容易に崩壊してしまいます。この問題
を解決するのが量子エラー訂正（QECC）であり、多数の物理量子ビットを用いて論理
量子ビットを保護する技術です。しかし、実用的な量子エラー訂正を実現するために
は、莫大な数の物理量子ビットを制御し、効率的にエラーを検出し修正するメカニズム
が必要であり、これは量子コンピューティング研究における最大の課題の一つとされて
います。特に、エラー訂正デコーダの性能は、量子コンピューターのスケーラビリティ
と耐障害性に直結します。

Google Quantum AIデータセットの統合とトランスフォーマーデコーダ

Quantum X Labs Inc.は、この複雑な量子エラー訂正の課題に対して、Google Quantum

AIが公開している実験的な表面コードデータセットを自社のQECC技術パイプラインに
統合するという画期的なアプローチを採用しました。表面コードは、量子エラー訂正を
実現するための主要なアーキテクチャの一つであり、そのデータセットは現実世界のエ
ラーモデルを反映した貴重な情報源となります。このデータセットを統合することで、
Quantum X Labsは自社の特許出願中のトランスフォーマーベースのニューラルデコー
ダのトレーニングと評価を、より現実的な環境で行うことが可能になりました。トラン
スフォーマーモデルは、自然言語処理分野で大きな成功を収めている深層学習アーキテ
クチャであり、複雑なパターン認識能力に優れています。これを量子エラー訂正に応用
することで、エラーパターンを効率的に識別し、修正する能力が飛躍的に向上すること
が期待されます。



AWSクラウド上での実装と現実世界への影響

Quantum X Labsのニューラルデコーダは、Amazon Web Services（AWS）クラウド環境
に実装されています。クラウド上での実装は、研究開発の柔軟性を高め、大規模な計算
資源へのアクセスを容易にするだけでなく、将来的な商用アプリケーションへの展開を
見据えたスケーラブルな基盤を提供します。この統合とデコーダの実装は、単なる理論
的な進歩にとどまらず、現実世界の量子アプリケーションの実現に向けた具体的な一歩
として評価できます。量子エラー訂正技術の進化は、医療、材料科学、金融など、様々
な分野での量子コンピューティングの実用化を加速させる鍵となります。このマイルス
トーンは、耐障害性のある量子コンピューターの実現に向けた国際的な競争において、
Quantum X Labsの存在感を高めるものとなるでしょう。

元記事:

https://www.quiverquant.com/news/Quantum+X+Labs+Inc.+Achieves+Milestone+in+Quantum+Error+Correc

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.quiverquant.com/news/Quantum+X+Labs+Inc.+Achieves+Milestone+in+Quantum+Error+Correction+by+Integrating+Google+Quantum+AI+Dataset


Xanadu、量子リードオンリーメモリ（QROM）のアルゴ
リズムを革新し、量子アプリケーションコストを半減へ

概要

カナダの量子コンピューティング企業Xanadu Quantum Technologiesは、量子リード
オンリーメモリ（QROM）のアルゴリズムにおいて画期的な進歩を達成したと発表し
ました。この新実装により、量子アプリケーション実行に必要な高コストな量子操作

の数を約半分に削減することが可能になります。これは、古典データを量子コンピュ
ーターへ効率的に読み込む上で重要なボトルネックを解消し、近未来のユーティリテ
ィスケール耐障害性量子コンピューターの実現に向けた重要な一歩となります。この

ブレークスルーは、量子コンピューティングの実用化を加速する上で極めて重要で
す。

公開日 2026年05月21日  Xanadu PR Newswire  カナダ



詳細

量子コンピューティングにおけるデータ読み込みの課題

量子コンピューターが現実世界の問題を解決するためには、膨大な古典データを量子状
態に効率的にエンコード（読み込み）する必要があります。このプロセスは、量子リー
ドオンリーメモリ（QROM）と呼ばれる技術によって行われますが、QROM操作は非常
に多くの量子ゲートを必要とし、これが量子アプリケーションの計算コストと実行時間
の主要なボトルネックの一つとなっていました。現在のQROM実装は、特に大規模なデ
ータセットを扱う場合に、多くの量子ビットと深い量子回路を要求し、既存のノイズの
多い量子デバイスでは実現が困難でした。この非効率性は、量子化学シミュレーショ
ン、機械学習、金融モデリングなど、データ集約型の量子アプリケーションの実用化を
妨げる大きな要因となっています。

XanaduのQROMアルゴリズム的ブレークスルー

Xanadu Quantum Technologiesは、このQROMの課題を克服するために、アルゴリズム
レベルでの画期的な進歩を発表しました。同社は、既存のQROM手法と比較して、必要
な量子操作（ゲート数）を約半分に削減する新しいQROM実装を開発しました。この削
減は、主に回路の深さを最適化し、より効率的な量子エンコーディング戦略を用いるこ
とで達成されます。具体的な技術的詳細としては、量子ビットの再利用や補助量子ビッ
トの賢明な管理、そして特定の問題クラスに特化した量子変換の最適化などが含まれる
と考えられます。この進歩は、量子コンピューターが処理できる古典データの量を大幅
に増加させると同時に、その処理に必要な計算資源を劇的に減少させることができま
す。



ユーティリティスケール量子コンピューターへの影響と将来展望

XanaduのQROMアルゴリズムのブレークスルーは、近未来のユーティリティスケール
耐障害性量子コンピューターの実現に向けた重要なマイルストーンとなります。量子操
作数の半減は、エラー耐性を持つ量子コンピューターが、より少ない物理量子ビットで
より複雑な問題を解けるようになることを意味します。これにより、実用的な量子アド
バンテージを達成できるアプリケーションの範囲が広がり、量子コンピューターの商用
利用が加速されるでしょう。特に、量子機械学習や創薬など、大量のデータ入力を必要
とする分野での応用が期待されます。Xanaduは、フォトニック量子コンピューティン
グを専門としていますが、このアルゴリズム的改善は、超伝導やイオン・トラップな
ど、他のモダリティの量子コンピューターにも適用可能であり、量子コンピューティン
グ業界全体にポジティブな影響を与える可能性があります。この技術は、量子コンピュ
ーティングの実用化への道のりを大きく短縮する一助となるでしょう。

元記事: https://www.prnewswire.com/news-releases/xanadu-breakthrough-lowers-the-cost-of-

quantum-applications-302778615.html

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.prnewswire.com/news-releases/xanadu-breakthrough-lowers-the-cost-of-quantum-applications-302778615.html
https://www.prnewswire.com/news-releases/xanadu-breakthrough-lowers-the-cost-of-quantum-applications-302778615.html


古典コンピューターが量子超越性の主張を覆す：量子ダイ
ナミクス計算の新手法

概要

サイモンズ財団とボストン大学の研究チームは、古典コンピューターと高度な数学ツ
ールを駆使し、これまで量子コンピューターでしか解けないとされてきた特定の量子
物理学の問題を効率的に解決する新手法を開発しました。このブレークスルーによ

り、個人のラップトップレベルの計算資源でもこれらの問題を処理できることが実証
され、古典コンピューターの未知の可能性が引き出されました。この成果は、量子ダ
イナミクスの研究に新たな視点をもたらし、「量子超越性」という概念に対する議論

を再活性化させるものとして注目されています。

公開日 2026年05月21日  Simons Foundation / Science  アメリカ



詳細

「量子超越性」の概念とその挑戦

「量子超越性（Quantum Supremacy）」とは、特定の計算課題において、古典コンピ
ューターでは現実的な時間で解けない問題を、量子コンピューターが解決できる能力を
指す言葉です。Googleが2019年に発表した論文で、このマイルストーンを達成したと
主張して以来、量子コンピューティング分野における大きな議論を巻き起こしてきまし
た。しかし、その主張に対しては、古典コンピューターのアルゴリズムや計算能力がま
だ完全に探求されていない、あるいは特定のタスクに特化した古典アルゴリズムの改良
によって、量子コンピューターの優位性が揺らぐ可能性が指摘されてきました。量子超
越性の実証には、古典コンピューターが実行不可能な計算を、量子コンピューターが明
確な加速で実行できることを示す厳密な比較が求められます。

古典計算における画期的な効率向上

サイモンズ財団とボストン大学の研究チームは、この「量子超越性」の主張に一石を投
じる画期的な研究成果を発表しました。彼らは、従来のスーパーコンピューターだけで
なく、驚くべきことに個人のラップトップでも動作する、最適化された古典的なアルゴ
リズムと数学的ツールを開発し、量子コンピューターが以前に解決したと主張されてい
た複雑な量子物理学の問題を効率的に解決しました。具体的には、これらの問題は量子
多体系のダイナミクスに関するものであり、特定の条件下での量子状態の時間発展を予
測することを含みます。研究チームは、古典コンピューターの隠れた計算能力を引き出
す新たな数学的洞察と計算手法を導入することで、以前は量子デバイスでしか到達でき
ないと見なされていた解に、より少ないリソースで到達できることを示しました。



量子ダイナミクス研究への影響と将来展望

この研究は、量子コンピューティングの進歩を否定するものではなく、むしろ古典コン
ピューターの限界を再評価し、量子アルゴリズムの設計における新たな方向性を示すも
のとして評価されます。まず、古典的なシミュレーション技術がまだ進化の余地を多く
残していることを示唆しており、量子コンピューターの真の優位性を確立するために
は、より困難で、かつ古典的なアプローチでは明らかに不可能な問題設定が必要である
ことが明確になります。第二に、このブレークスルーは、量子コンピューティングと古
典コンピューティングの間の境界線が流動的であり、互いに競争し、補完し合う関係に
あることを強調します。将来的には、古典コンピューターの能力を最大限に活用しつ
つ、量子コンピューターが真に克服すべき課題を特定するための研究が加速するでしょ
う。これにより、量子ダイナミクス研究全体が深化し、両者の長所を組み合わせたハイ
ブリッドアルゴリズムの開発にも拍車がかかると考えられます。

元記事: https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-

redirect/AUZIYQGyqXJLLxQ6NH7phubPOLvzXTidiCEh1Kcv_LAvEgwX2NSpE3fkw77w2y8_cnLeAIYiphwizWSk-

bjLYl3isVV-DI9V0Lk8N9YShZbqvNcXSUGEru3nM5FX_q2gW7hptxpRk-DAe3QP2ld81ZLDM8hMcs_BfGi-

B34DOf4UA1nRj5jnSvOqI0BP63aQBKcK9dETEDiRvapfjDncdkNQ5SF5kHmCOxFnduvY-

qRf6vgWapyV7DUbExC9B5h7vadvdwjcxqD4EuZscp0

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQGyqXJLLxQ6NH7phubPOLvzXTidiCEh1Kcv_LAvEgwX2NSpE3fkw77w2y8_cnLeAIYiphwizWSk-bjLYl3isVV-DI9V0Lk8N9YShZbqvNcXSUGEru3nM5FX_q2gW7hptxpRk-DAe3QP2ld81ZLDM8hMcs_BfGi-B34DOf4UA1nRj5jnSvOqI0BP63aQBKcK9dETEDiRvapfjDncdkNQ5SF5kHmCOxFnduvY-qRf6vgWapyV7DUbExC9B5h7vadvdwjcxqD4EuZscp0
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQGyqXJLLxQ6NH7phubPOLvzXTidiCEh1Kcv_LAvEgwX2NSpE3fkw77w2y8_cnLeAIYiphwizWSk-bjLYl3isVV-DI9V0Lk8N9YShZbqvNcXSUGEru3nM5FX_q2gW7hptxpRk-DAe3QP2ld81ZLDM8hMcs_BfGi-B34DOf4UA1nRj5jnSvOqI0BP63aQBKcK9dETEDiRvapfjDncdkNQ5SF5kHmCOxFnduvY-qRf6vgWapyV7DUbExC9B5h7vadvdwjcxqD4EuZscp0
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQGyqXJLLxQ6NH7phubPOLvzXTidiCEh1Kcv_LAvEgwX2NSpE3fkw77w2y8_cnLeAIYiphwizWSk-bjLYl3isVV-DI9V0Lk8N9YShZbqvNcXSUGEru3nM5FX_q2gW7hptxpRk-DAe3QP2ld81ZLDM8hMcs_BfGi-B34DOf4UA1nRj5jnSvOqI0BP63aQBKcK9dETEDiRvapfjDncdkNQ5SF5kHmCOxFnduvY-qRf6vgWapyV7DUbExC9B5h7vadvdwjcxqD4EuZscp0
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQGyqXJLLxQ6NH7phubPOLvzXTidiCEh1Kcv_LAvEgwX2NSpE3fkw77w2y8_cnLeAIYiphwizWSk-bjLYl3isVV-DI9V0Lk8N9YShZbqvNcXSUGEru3nM5FX_q2gW7hptxpRk-DAe3QP2ld81ZLDM8hMcs_BfGi-B34DOf4UA1nRj5jnSvOqI0BP63aQBKcK9dETEDiRvapfjDncdkNQ5SF5kHmCOxFnduvY-qRf6vgWapyV7DUbExC9B5h7vadvdwjcxqD4EuZscp0
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQGyqXJLLxQ6NH7phubPOLvzXTidiCEh1Kcv_LAvEgwX2NSpE3fkw77w2y8_cnLeAIYiphwizWSk-bjLYl3isVV-DI9V0Lk8N9YShZbqvNcXSUGEru3nM5FX_q2gW7hptxpRk-DAe3QP2ld81ZLDM8hMcs_BfGi-B34DOf4UA1nRj5jnSvOqI0BP63aQBKcK9dETEDiRvapfjDncdkNQ5SF5kHmCOxFnduvY-qRf6vgWapyV7DUbExC9B5h7vadvdwjcxqD4EuZscp0


アールト大学、極微小エネルギー検出可能な超高感度量子
センサーを開発

概要

フィンランドのアールト大学の研究チームは、1ゼプトジュール（10^-21ジュール）
以下の極めて微細なエネルギー変化を検出できる超高感度量子センサーを開発しまし
た。この革新的なセンサーは、量子情報処理の精度を大幅に向上させ、個々の光子を

高効率でカウントすることを可能にします。さらに、その極限の感度により、未だ謎
に包まれているダークマター粒子の探索にも応用される可能性を秘めています。この
センサーは、量子コンピューティングの動作に必要な極低温環境下で安定して機能す

る超伝導材料を基盤としています。

公開日 2026年05月20日  ScienceDaily / Aalto University  フィンランド



詳細

極限センシング技術の必要性と既存の限界

現代物理学の最前線では、非常に微弱な信号やエネルギーを検出する能力が、新たな発
見や技術革新の鍵を握っています。特に、量子コンピューティングにおいては、単一光
子の検出や量子ビット状態の超高感度な読み出しが、エラー耐性の高いシステムを構築
する上で不可欠です。また、宇宙物理学の分野では、ダークマターのような未知の素粒
子を検出するために、極限の感度を持つセンサーが求められています。しかし、既存の
センサー技術は、熱ノイズや量子ノイズの限界に阻まれ、これらの要求を満たすことが
困難でした。絶対零度に近い極低温環境はノイズを低減するのに役立ちますが、それで
もなお、単一イベントレベルでの検出は大きな技術的挑戦です。

アールト大学による超高感度量子センサーの開発

フィンランドのアールト大学の研究チームは、この極限センシングの課題を克服する画
期的な超高感度量子センサーを開発しました。このセンサーは、驚くべきことに1ゼプ
トジュール（10^-21ジュール）以下のエネルギー変化を検出する能力を持ちます。これ
は、非常に小さなスケールでの物理現象を観測することを可能にし、例えば単一光子の
エネルギーを直接検出するレベルに匹敵します。このセンサーの核となるのは、超伝導
材料を用いた構造であり、極低温環境下でその量子特性を最大限に引き出すことで、ノ
イズレベルを極限まで低減しています。超伝導体は、特定の温度以下で電気抵抗がゼロ
になり、量子コヒーレンスを維持しやすいため、高感度な量子デバイスに最適です。



量子コンピューティングとダークマター探索への影響

この新しい量子センサーの登場は、複数の科学技術分野にわたる大きな影響をもたらす
と期待されています。量子コンピューティングの分野では、単一光子検出の精度向上
は、フォトニック量子コンピューターの性能向上に直接寄与し、量子ビット間の通信や
エラー検出の効率を高めます。これにより、より大規模で信頼性の高い量子システムの
開発が加速されるでしょう。さらに、その極限的な感度は、宇宙物理学における長年の
謎であるダークマターの探索にも新たな道を開きます。ダークマター粒子は、通常の物
質とほとんど相互作用しないため、その検出は極めて困難ですが、このセンサーのよう
な超高感度デバイスは、非常に微弱なダークマターとの相互作用によって生じるエネル
ギー変化を捉える可能性を秘めています。これは、宇宙の最も基本的な構成要素を理解
するための重要なツールとなり得ます。この技術は、基礎科学の進歩だけでなく、将来
の量子技術の基盤としても、その重要性が高まると考えられます。

元記事: https://www.sciencedaily.com/releases/2026/05/260520093654.htm

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.sciencedaily.com/releases/2026/05/260520093654.htm


オックスフォード大学、量子コンピューターへのゲノム配
列読み込みで世界初の成功

概要

オックスフォード大学の研究者を含む国際チームが、完全なゲノム配列を量子コンピ
ューターに読み込むという世界初の画期的な成果を達成しました。このプロジェクト
では、肝炎Dウイルスゲノム（117量子ビットに相当）を量子状態にエンコードするこ

とに成功し、量子コンピューティングが生物学研究、特にゲノム解析分野に革命をも
たらす可能性を示しました。この成果は、Wellcome LeapのQ4Bioプログラムの一環と
して行われ、量子コンピューターを用いた生物学的発見の加速に向けた重要な一歩と

なります。

公開日 2026年05月22日  University of Oxford  イギリス



詳細

ゲノム解析の進化と量子コンピューティングの接点

現代の生物学と医学において、ゲノム解析は疾患の診断、治療法の開発、創薬など、多
岐にわたる応用において中心的な役割を担っています。次世代シーケンサーの登場によ
り、ゲノムデータの生成量は爆発的に増加していますが、その膨大なデータを効率的に
解析し、生物学的な意味合いを抽出するプロセスは、依然として計算上の大きな課題を
抱えています。特に、複雑な遺伝子ネットワークの解析、多型性（バリアント）の同
定、大規模なコホート研究における個人ゲノム比較などは、古典コンピューターの限界
に挑戦する計算資源を要求します。量子コンピューティングは、これらのデータ集約型
で複雑な最適化問題やパターン認識問題において、古典コンピューターを上回る潜在能
力を持つと期待されており、ゲノム科学に新たなブレークスルーをもたらす可能性を秘
めています。

世界初のゲノム配列の量子コンピューターへのエンコード

オックスフォード大学の研究者を含む国際的なチームが、この分野で世界初の画期的な
成果を発表しました。彼らは、完全なゲノム配列を量子コンピューターに成功裏にエン
コードすることに成功したのです。具体的には、このプロジェクトでは肝炎Dウイルス
ゲノムが対象とされ、その全長が117量子ビットに相当する量子状態として表現されま
した。このエンコードプロセスは、古典データ（DNAのA, T, C, G塩基配列）を量子ビッ
トの重ね合わせやエンタングルメントといった量子特性を利用して表現する、高度な量
子アルゴリズムを必要とします。この成功は、ゲノムデータを量子ハードウェア上で直
接操作できることを実証したものであり、量子コンピューターが生物学的情報を処理す
るための基本的な枠組みを確立したことを意味します。



生物学的発見の加速とQ4Bioプログラムの展望

今回の成果は、Wellcome Leapが推進する「Q4Bioプログラム（Quantum for Bio）」の
一環として達成されました。Q4Bioプログラムは、量子コンピューティング技術を用い
て生物学、特に創薬や疾患研究における未解決の課題を解決することを目的としていま
す。ゲノム配列を量子コンピューターに読み込めるようになったことで、将来的には、
例えば個々の患者のゲノム情報に基づいたパーソナライズ医療の実現、薬剤と生体分子
の相互作用を高精度でシミュレーションする創薬プロセスの加速、あるいは進化生物学
における大規模な系統解析など、これまで不可能だった生物学的発見が可能になるかも
しれません。このブレークスルーは、量子コンピューティングが単なる理論的な研究分
野から、生命科学における実用的なツールへと進化する上で、極めて重要な一歩を示し
ています。

元記事: https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-

redirect/AUZIYQGzFonSTjUpLK6t2ib7nYG-

ACIKQK30eeUUJJS_LICC9xRq839349YYRiIzyYtAc6aFPSOxbNRVJDmqkE0Dbz9iSCh3nji-

VMOl6TtWUNUFfJ0Pk1Q1FrByGulAMMi5dD6Zj-

InqUHZXQrDffCsYreEck7BjAjgZ10CbgddH3UlUdY9_S3RQVHWugUeiG9TbwJEdoyU91q91iTVI1Rn-

U5ytp02_d0NVzIXWaHQbqs

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQGzFonSTjUpLK6t2ib7nYG-ACIKQK30eeUUJJS_LICC9xRq839349YYRiIzyYtAc6aFPSOxbNRVJDmqkE0Dbz9iSCh3nji-VMOl6TtWUNUFfJ0Pk1Q1FrByGulAMMi5dD6Zj-InqUHZXQrDffCsYreEck7BjAjgZ10CbgddH3UlUdY9_S3RQVHWugUeiG9TbwJEdoyU91q91iTVI1Rn-U5ytp02_d0NVzIXWaHQbqs
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQGzFonSTjUpLK6t2ib7nYG-ACIKQK30eeUUJJS_LICC9xRq839349YYRiIzyYtAc6aFPSOxbNRVJDmqkE0Dbz9iSCh3nji-VMOl6TtWUNUFfJ0Pk1Q1FrByGulAMMi5dD6Zj-InqUHZXQrDffCsYreEck7BjAjgZ10CbgddH3UlUdY9_S3RQVHWugUeiG9TbwJEdoyU91q91iTVI1Rn-U5ytp02_d0NVzIXWaHQbqs
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQGzFonSTjUpLK6t2ib7nYG-ACIKQK30eeUUJJS_LICC9xRq839349YYRiIzyYtAc6aFPSOxbNRVJDmqkE0Dbz9iSCh3nji-VMOl6TtWUNUFfJ0Pk1Q1FrByGulAMMi5dD6Zj-InqUHZXQrDffCsYreEck7BjAjgZ10CbgddH3UlUdY9_S3RQVHWugUeiG9TbwJEdoyU91q91iTVI1Rn-U5ytp02_d0NVzIXWaHQbqs
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQGzFonSTjUpLK6t2ib7nYG-ACIKQK30eeUUJJS_LICC9xRq839349YYRiIzyYtAc6aFPSOxbNRVJDmqkE0Dbz9iSCh3nji-VMOl6TtWUNUFfJ0Pk1Q1FrByGulAMMi5dD6Zj-InqUHZXQrDffCsYreEck7BjAjgZ10CbgddH3UlUdY9_S3RQVHWugUeiG9TbwJEdoyU91q91iTVI1Rn-U5ytp02_d0NVzIXWaHQbqs
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQGzFonSTjUpLK6t2ib7nYG-ACIKQK30eeUUJJS_LICC9xRq839349YYRiIzyYtAc6aFPSOxbNRVJDmqkE0Dbz9iSCh3nji-VMOl6TtWUNUFfJ0Pk1Q1FrByGulAMMi5dD6Zj-InqUHZXQrDffCsYreEck7BjAjgZ10CbgddH3UlUdY9_S3RQVHWugUeiG9TbwJEdoyU91q91iTVI1Rn-U5ytp02_d0NVzIXWaHQbqs
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQGzFonSTjUpLK6t2ib7nYG-ACIKQK30eeUUJJS_LICC9xRq839349YYRiIzyYtAc6aFPSOxbNRVJDmqkE0Dbz9iSCh3nji-VMOl6TtWUNUFfJ0Pk1Q1FrByGulAMMi5dD6Zj-InqUHZXQrDffCsYreEck7BjAjgZ10CbgddH3UlUdY9_S3RQVHWugUeiG9TbwJEdoyU91q91iTVI1Rn-U5ytp02_d0NVzIXWaHQbqs


量子コンピューティングスタートアップ投資が減速も、主
要企業への大型資金流入は継続

概要

Crunchbaseの最新データによると、2026年上半期において、量子コンピューティング
スタートアップへのベンチャー投資ペースは前年と比較して減速傾向を示していま
す。しかしながら、この減速は業界全体の資金流入の停滞を意味するものではなく、

Photonic、QuantWare、Quantum Motionといった主要なスタートアップがそれぞれ数
億ドル規模の大型資金調達に成功し、今年これまでに総額12億ドルの資金が調達され
ています。また、公開市場に上場している量子コンピューティング関連企業は比較的

堅調なパフォーマンスを維持しており、次世代コンピューティング技術に対する投資
家の持続的な関心と期待が示されています。

公開日 2026年05月18日  Crunchbase News  アメリカ



詳細

量子コンピューティング投資市場の現状と変遷

量子コンピューティングは、その将来性と革新性から、近年急速に投資家の注目を集め
てきました。特に2020年代初頭には、数多くのスタートアップが設立され、巨額のベン
チャーキャピタルが投入される「量子バブル」とも称される状況が見られました。しか
し、Crunchbaseのデータが示すように、2026年に入ってからは、スタートアップ全体
への投資ペースはやや減速傾向にあります。これは、初期の過熱感からの調整局面や、
技術的課題の克服には依然として長期的な研究開発が必要であるという現実が投資家の
間で共有され始めたことに起因する可能性があります。しかしながら、この減速は分野
全体の失速を意味するものではなく、成熟した主要プレイヤーへの資金集中が見られる
といった、市場の選択と集中が進んでいる兆候とも解釈できます。

大手スタートアップへの大型資金流入と市場の堅調さ

全体的な投資ペースが減速する中でも、量子コンピューティング分野における大手スタ
ートアップへの大型資金流入は活発に続いています。2026年これまでに調達された総額
12億ドルのうち、主要な例としては以下の企業が挙げられます。

Photonic: 2億ドルの資金を調達。フォトニック量子コンピューティングは、光子を
量子ビットとして利用する技術であり、高速性と室温動作の可能性から注目されてい
ます。

QuantWare: 1億7800万ドルを調達。超伝導量子チップの製造と販売を手がける企業
であり、量子ハードウェアのサプライチェーンにおいて重要な役割を担っています。

Quantum Motion: 1億6000万ドルを獲得。シリコン量子ビット技術の開発に注力し
ており、既存の半導体製造プロセスとの互換性から、将来的なスケーラビリティが期
待されています。

これらの大型資金調達は、特定の技術モダリティや企業が、より成熟した投資家からの
信頼を獲得し、大規模な研究開発や製造能力の拡大に必要な資本を確保していることを
示しています。また、公開市場に上場しているIonQのような量子コンピューティング企
業が堅調なパフォーマンスを維持していることも、投資家がこの分野の長期的な成長を
依然として楽観視している証拠と言えるでしょう。



将来の展望と市場の健全化

現在の投資動向は、量子コンピューティング市場が初期の興奮期から、より現実的で持
続可能な成長段階へと移行していることを示唆しています。投資家は、単なる技術的な
可能性だけでなく、明確なロードマップ、実用的なアプリケーション、そして強固なビ
ジネスモデルを持つ企業をより厳しく選別する傾向にあります。これにより、業界全体
の健全化が進み、実際に成果を上げられる企業が淘汰され、技術開発と商用化が効率的
に進むことが期待されます。政府からの大規模な資金投入（例：CHIPS法）や、既存の
大手テクノロジー企業による戦略的投資も継続されており、量子コンピューティング分
野は、今後も長期的な視点での成長が見込まれる、戦略的に重要な分野であり続けるで
しょう。

元記事: https://news.crunchbase.com/venture/quantum-computing-startup-investment-data-

quantinuum-ipo/

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://news.crunchbase.com/venture/quantum-computing-startup-investment-data-quantinuum-ipo/
https://news.crunchbase.com/venture/quantum-computing-startup-investment-data-quantinuum-ipo/


IonQ、2026年第1四半期に記録的な収益と成長を達成

概要

量子コンピューティング企業IonQは、2026年第1四半期の決算で記録的な財務実績を
発表しました。GAAPベースの収益は前年同期比755%増の6470万ドルに達し、同社の

ガイダンス中間値を30%も上回る結果となりました。この力強い成長は、量子コンピ
ューターシステムの販売好調、Tempoモデルへの旺盛な需要、およびクラウドベース
の量子コンピューティング利用の拡大によって牽引されています。同社は通年の収益

予測を2億6000万ドルから2億7000万ドルに引き上げ、量子技術に対する市場の強い需
要を反映しています。

公開日 2026年05月06日  IonQ Press Release  アメリカ



詳細

量子コンピューティング市場の成長とIonQの戦略

量子コンピューティング市場は、その潜在的な影響力から、近年急速な成長を遂げてい
ます。特に、早期の実用化を目指す企業は、ハードウェアの性能向上とソフトウェアエ
コシステムの構築に注力しています。IonQは、イオン・トラップ方式を基盤とする量子
コンピューターを開発しており、その高精度な量子ビット制御と長期的なコヒーレンス
維持能力が強みとされています。同社は、量子コンピューターをクラウド経由で提供す
ることで、研究機関や企業が容易に量子リソースにアクセスできるビジネスモデルを展
開しています。市場の初期段階では、技術開発と顧客獲得が主要な目標となりますが、
IonQの最近の財務実績は、同社の技術が市場から高く評価され、着実に収益を上げ始め
ていることを示しています。

2026年第1四半期決算の主要なハイライト

IonQが発表した2026年第1四半期の財務結果は、市場の期待を大きく上回るものでし
た。主要なハイライトは以下の通りです。

記録的な収益成長: GAAPベースの収益は6470万ドルに達し、これは前年同期と比較
して755%という驚異的な成長率を示しています。この数値は、同社が期初に設定し
たガイダンスの中間値（約4980万ドル）を30%も上回る結果となりました。

主要な成長要因: 収益の牽引役となったのは、量子コンピューターシステムの販売、
特に次世代の性能向上を実現する「Tempo」モデルへの強い需要、そしてAmazon

BraketやMicrosoft Azure Quantumといった主要なクラウドプラットフォームを通じ
た量子コンピューティング利用の拡大です。

通期収益予測の上方修正: 好調な第1四半期の結果を受け、IonQは2026年通年の収益
予測を、これまでの2億4000万ドルから2億5000万ドルの範囲から、2億6000万ドル
から2億7000万ドルの範囲へと引き上げました。これは、今後も量子コンピューティ
ングに対する強い需要が継続するという同社の見通しを反映しています。

これらの数値は、IonQが量子コンピューティング業界におけるリーディングカンパニー
としての地位を確立しつつあることを示唆しています。



将来展望と市場への影響

IonQの好調な業績は、量子コンピューティング技術が研究開発段階から商用化段階へと
移行しつつあることを明確に示しています。収益成長と顧客基盤の拡大は、量子コンピ
ューターが特定の業界やアプリケーションにおいて、既に実用的な価値を提供し始めて
いる証拠と言えるでしょう。特に、Tempoモデルのような新システムの販売が収益に貢
献していることは、ハードウェア技術の進化が直接的なビジネスチャンスに繋がってい
ることを示唆します。今後、IonQは、新たなR&Dラボの開設（Article 13参照）など、
研究開発投資を継続しながら、ハードウェア性能のさらなる向上とソフトウェアエコシ
ステムの拡充を進めることが予想されます。このような企業努力は、量子コンピューテ
ィング市場全体の成長を加速させ、より広範な産業での量子技術の実用化を促進する重
要な推進力となるでしょう。金融、製薬、物流などの分野における早期導入企業からの
フィードバックは、今後の量子技術開発の方向性を決定する上で重要な役割を果たすと
期待されます。

元記事: https://www.ionq.com/news/ionq-announces-first-quarter-2026-financial-results

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.ionq.com/news/ionq-announces-first-quarter-2026-financial-results


IonQ、コロラド州ボルダーに新世代量子コンピューター
R&Dラボを開設

概要

IonQは、コロラド州ボルダーに最新鋭の量子コンピューティングR&Dラボを開設した
と発表しました。この新施設は、将来世代の量子コンピューティングシステムの中核
技術の開発と改良に特化しており、最先端のR&D設備と半導体チップテスト設備を備

えています。同社は、イオン・トラップチップの技術的洗練度と、それによって駆動
される量子コンピューターの性能を飛躍的に向上させることを目指しており、量子ハ
ードウェアのさらなる進化に向けた重要な戦略的投資となります。

公開日 2026年05月12日  IonQ Press Release  アメリカ



詳細

量子ハードウェア開発の重要性とR&D投資の加速

量子コンピューティングの商用化には、量子ビットの安定性、スケーラビリティ、エラ
ー率といったハードウェア性能の継続的な向上が不可欠です。特に、イオン・トラップ
方式は、高精度な量子ビット制御と長いコヒーレンス時間を実現できる可能性から、多
くの注目を集めています。しかし、大規模なシステムを構築し、エラー耐性を高めるた
めには、量子チップの設計・製造技術、および周辺制御システムの高度化が必須となり
ます。このような背景から、量子コンピューティング企業は、ハードウェアR&Dへの戦
略的な投資を加速させており、専用の施設を設けることで、イノベーションサイクルを
高速化しようとしています。

IonQボルダーR&Dラボの設立と目的

IonQは、コロラド州ボルダーに最先端の量子コンピューティングR&Dラボを開設しま
した。この新施設は、同社の将来世代の量子コンピューティングシステムの中核技術開
発を加速させることを主目的としています。ラボには、半導体チップの設計、製造、テ
ストのための高度な設備が導入されており、特にイオン・トラップチップの製造プロセ
スを最適化し、量子ビットの性能と集積度を高めることに重点が置かれます。具体的に
は、レーザー冷却、量子ゲート操作、量子状態の読み出しといった基本的な機能の精度
向上に加え、より多くの量子ビットを効率的に統合するための新しいアーキテクチャの
研究開発が進められるでしょう。ボルダーは、国立標準技術研究所（NIST）やコロラド
大学ボルダー校など、量子科学の研究機関が集積する地域であり、この立地は人材確保
や研究協力の面でも有利に働くと考えられます。



量子技術の進化と産業への影響

このR&Dラボの開設は、IonQが量子コンピューティング分野におけるリーダーシップ
をさらに強化しようとする戦略の一環です。イオン・トラップチップの技術的洗練度
と、それを基盤とする量子コンピューターの性能向上は、量子コンピューティングの応
用範囲を広げ、より複雑な問題への対処を可能にします。例えば、量子化学シミュレー
ションにおける分子モデリングの精度向上、金融モデリングにおける最適化問題の高速
化、新素材開発における材料特性の予測などが期待されます。また、ハードウェアの進
化は、ソフトウェアおよびアルゴリズム開発にも刺激を与え、量子エコシステム全体の
成長を促進します。この投資は、量子コンピューティングが持つ「実用的な優位性」を
早期に達成するための重要なステップであり、医療、エネルギー、航空宇宙など、様々
な産業におけるイノベーションを加速させる触媒となるでしょう。IonQのボルダーラボ
は、量子技術の未来を形作る上での重要な拠点となると考えられます。

元記事: https://www.ionq.com/news/ionq-worlds-leading-quantum-platform-company-opens-new-

quantum-computing-r-d-lab-in-boulder
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Google、ライフサイエンス分野の革新を目指す1000万ド
ルの量子AI研究プログラムを発足

概要

Googleは、量子科学と人工知能（AI）を生物学研究に応用するための新たな大規模研
究プログラム「REPLIQA（ライフサイエンス＆量子AIの交差点における研究プログラ
ム）」を開始しました。このイニシアチブには総額1000万ドルが投じられ、5つの主

要大学が参加します。Google Quantum AIとGoogle.orgの共同事業として、タンパク
質フォールディングや複雑な細胞反応といった生命現象を量子技術とAIの融合により
シミュレーションし、人々の健康改善に資する画期的な発見を目指します。

公開日 2026年05月11日  Investing.com (Google Quantum AI / Google.org)  アメリカ



詳細

生命科学における計算の限界と新技術への期待

生命科学、特に生物学や医学の分野では、タンパク質の複雑な構造変化、細胞内の化学
反応ネットワーク、薬剤と生体分子の相互作用など、極めて複雑なシステムを理解する
必要があります。これらの現象は、膨大な数の原子や分子が相互作用する多体問題であ
り、古典的なコンピューターシミュレーションでは計算資源の限界に直面することが少
なくありません。従来のスーパーコンピューターでも、大規模な分子動力学シミュレー
ションや、複雑な遺伝子発現パターンの解析には途方もない時間を要します。しかし、
量子コンピューティングと人工知能（AI）は、これらの計算上の障壁を打ち破り、生命
科学における新たな発見を加速させる可能性を秘めた技術として、近年大きな注目を集
めています。

Googleの「REPLIQA」プログラムの概要と目標

Googleは、この有望なフロンティアを切り開くため、「ライフサイエンス＆量子AIの交
差点における研究プログラム（REPLIQA）」という名の、総額1000万ドル規模の新たな
研究イニシアチブを立ち上げました。このプログラムは、Google Quantum AIの技術的
専門知識と、Google.orgの社会貢献へのコミットメントを組み合わせた共同事業です。
REPLIQAプログラムでは、以下の主要な目標が設定されています。

量子・AI技術の融合: 量子コンピューティングが持つ並列処理能力と、AI、特に機械
学習アルゴリズムのパターン認識能力を組み合わせることで、生物学的データの解析
とシミュレーションの精度と速度を飛躍的に向上させます。

複雑な生命現象の解明: タンパク質フォールディングのダイナミクス、薬剤の作用機
序、細胞シグナル伝達経路といった、従来の計算手法では解明が困難だった複雑な生
物学的プロセスをシミュレーションし、理解を深めます。

学術機関との連携: プログラムには、厳選された5つの主要大学がパートナーとして
参加します。これにより、Googleの技術と学術界の基礎研究が融合し、新たな科学
的ブレークスルーが促進されることが期待されます。

このプログラムは、量子コンピューターが生命科学の分野で実用的な価値を生み出すた
めの道筋を確立することを目指しています。



人々の健康改善と将来展望

REPLIQAプログラムの最終的な目標は、量子コンピューティングとAIの力を活用して、
人々の健康を改善する新しい洞察とソリューションを生み出すことです。例えば、タン
パク質構造予測の精度向上は、ターゲットを絞った新薬の開発を加速し、個別化医療の
進展に貢献します。また、細胞レベルでの複雑な相互作用の理解は、がんや神経変性疾
患のような難病の新しい治療戦略を特定する上で役立つでしょう。このプログラムは、
Googleが量子コンピューティングとAIの社会実装に向けた長期的なビジョンを持ってい
ることを示しており、基礎研究から応用研究までの架け橋となることが期待されます。
量子バイオサイエンスという新たな分野が確立されることで、私たちはこれまで想像も
できなかったような規模と複雑さで生命の謎を解き明かし、人類の健康と福祉に貢献す
る大きな可能性を秘めています。

元記事: https://www.investing.com/news/stock-market-news/google-launches-10m-quantum-ai-

program-for-life-sciences-93CH-4677834
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アールト大学、量子インスパイアードアルゴリズムで複雑
な材料問題を高速解決

概要

フィンランドのアールト大学の研究チームは、従来のスーパーコンピューターでは解
決が困難だった極めて複雑な材料問題を、数秒で処理できる「量子インスパイアード
アルゴリズム」を開発しました。この画期的な手法は、特定の量子材料、特に準結晶

のシミュレーションに成功し、これまでにない速度と精度を実現します。このアルゴ
リズムは、新しい量子デバイスや超効率的なエレクトロニクスの設計・開発に道を拓
くものであり、将来的には実際の量子コンピューターでの動作にも適応される可能性

があります。

公開日 2026年05月13日  ScienceDaily / Aalto University  フィンランド



詳細

材料科学における計算のボトルネック

材料科学の研究開発は、原子や分子レベルでの材料の特性を理解し、予測することに大
きく依存しています。しかし、特に複雑な構造を持つ量子材料、例えば準結晶やトポロ
ジカル材料のシミュレーションは、その相互作用の多さと量子力学的な性質ゆえに、古
典的な計算手法では膨大な計算資源と時間を要します。これらの問題はしばしば「不可
能」と称されるほど計算が困難であり、従来のスーパーコンピューターの能力をもって
しても、現実的な時間で意味のある結果を得ることが難しい状況にあります。この計算
上のボトルネックは、新機能性材料の発見や設計を大きく阻害し、エレクトロニクス、
エネルギー、医療といった幅広い産業分野での技術革新の足かせとなっていました。

量子インスパイアードアルゴリズムによるブレークスルー

アールト大学の科学者たちは、この長年の課題に対し、革新的な「量子インスパイアー
ドアルゴリズム」を開発することでブレークスルーを達成しました。量子インスパイア
ードアルゴリズムとは、量子コンピューティングの原理や概念からヒントを得て、古典
コンピューター上で実行されるアルゴリズムを指します。この新しい手法は、特に準結
晶のような非常に複雑な量子材料のシミュレーションにおいて、従来の古典アルゴリズ
ムをはるかに上回る効率性を発揮します。以前は解決に膨大な時間を要した問題が、こ
のアルゴリズムを用いることで数秒で解決できることが実証されました。これは、量子
重ね合わせやエンタングルメントといった量子現象から着想を得て、計算空間をより効
率的に探索したり、特定の最適化問題をより高速に解いたりする工夫が凝らされている
ためと考えられます。



新材料開発と量子技術への影響と展望

この量子インスパイアードアルゴリズムの成功は、材料科学の研究開発に計り知れない
影響を与えます。まず、これまで探索が困難だった複雑な量子材料の特性を、より迅速
かつ正確に予測できるようになります。これにより、全く新しい特性を持つ材料、例え
ば超効率的な太陽電池、超伝導体、あるいは高性能な触媒などの発見が加速されるでし
ょう。これは、エレクトロニクス産業やエネルギー産業における大きな革新に直結しま
す。さらに、このアルゴリズムは「量子インスパイアード」であるため、将来的には実
際の量子コンピューター上で動作するように容易に適応できる可能性があります。量子
コンピューターの性能が向上するにつれて、このアルゴリズムはさらに強力なツールと
なり、古典コンピューターの限界を完全に超えた材料シミュレーションを実現するかも
しれません。これは、量子デバイスそのものの設計・最適化にも役立ち、量子コンピュ
ーティング技術のさらなる発展にも寄与するという、二重の意味での好循環を生み出す
可能性を秘めています。

元記事: https://www.sciencedaily.com/releases/2026/05/260512202355.htm
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ホワイトハウス、連邦機関に耐量子暗号移行の厳格な期限
を設定へ

概要

ホワイトハウスは、米国連邦機関に対し、耐量子暗号（PQC）標準への移行を義務付
ける厳格な期限を盛り込んだ新しい執行命令の草案を準備していると報じられまし
た。この命令は、2031年12月31日までに、国家安全保障上重要な「高影響システム」

におけるデジタル署名をPQC標準へ移行すること、および2030年12月31日までに鍵確
立プロセスに耐量子暗号の使用を開始することを義務付けるものです。これは、将来
出現する耐障害性量子コンピューターによる暗号解読の脅威に先んじて対応するため

の、国家的なサイバーセキュリティ強化戦略の一環として位置づけられています。

公開日 2026年05月20日  Nextgov/FCW  アメリカ



詳細

量子脅威への対応と政府の緊急性

将来的な量子コンピューターの出現は、現在広く利用されている公開鍵暗号システムを
危険に晒す「量子脅威」として認識されています。この脅威は、政府の機密情報、重要
インフラ、国家安全保障システムに壊滅的な影響を与える可能性があるため、各国政府
は耐量子暗号（PQC）への移行を喫緊の課題として捉えています。米国では、NISTが
PQCアルゴリズムの標準化を進める一方で、ホワイトハウスは政府機関に対して、この
新たな暗号標準への移行を加速させるための具体的な行動計画と期限を定める必要性を
強調しています。これは、技術的な準備だけでなく、政策的な強制力をもって国家レベ
ルでのサイバーセキュリティのレジリエンスを構築しようとする試みです。

執行命令草案の主要な義務と期限

報道によると、ホワイトハウスが準備している執行命令の草案には、連邦機関がPQC標
準へ移行するための以下の重要な義務と期限が明記されています。

デジタル署名の移行期限: 2031年12月31日までに、「高影響システム」（国家安全保
障、緊急サービス、経済安定性などに直接影響を与えるシステム）における全てのデ
ジタル署名を、NISTが承認したPQC標準に移行することが義務付けられます。デジ
タル署名は、データの認証と完全性を保証するために不可欠な要素です。

鍵確立へのPQC導入期限: 2030年12月31日までに、通信の安全性を確保するための鍵
確立プロセスにおいて、耐量子暗号の使用を開始することが求められます。これは、
データ通信の機密性を将来の量子攻撃から保護するためのものです。

段階的な移行アプローチ: これらの期限は、PQCへの移行が単一のイベントではな
く、既存システムへの影響を最小限に抑えながら段階的に進められるべき複雑なプロ
セスであることを考慮しています。しかし、「rigid（厳格な）」という表現は、猶
予期間が限定的であることを示唆しています。

これらの期限は、連邦政府機関が量子脅威に対して迅速かつ集中的に対応することを促
す強力なシグナルとなります。



国家サイバーセキュリティ戦略への影響と民間部門への波及

この執行命令は、米国の国家サイバーセキュリティ戦略における重要な要素となりま
す。連邦機関がPQCへ移行することで、国の最も重要なデジタル資産が保護され、将来
的な量子コンピューターによる国家レベルのサイバー攻撃に対する防衛能力が強化され
ます。また、政府機関によるPQC採用の義務化は、民間部門にも大きな影響を与えるで
しょう。多くの企業は政府と連携しているため、政府のサプライチェーンに含まれる企
業は、必然的にPQC標準への対応を求められることになります。これにより、PQC技術
の開発、実装、および関連サービスの市場がさらに活性化し、量子セキュアな世界の実
現に向けた広範な動きが加速されると期待されます。この政策は、技術的な進歩と政策
的な推進が一体となって、未来のサイバーセキュリティ環境を形成する好例となるでし
ょう。

元記事: https://www.nextgov.com/cybersecurity/2026/05/draft-executive-order-would-set-deadlines-

digital-signature-and-key-quantum-encryption/413668/
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